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新・今日の作家展2022 世界をとりとめる
New“Artists Today”Exhibition 2022:
We Catch the World
9/17～10/10　10：00～18：00　※入場は17：30まで
毎年テーマを設定して同時代の作家の作品を展覧し、現
代の表現を探る「新・今日の作家展」。今回の出品作家は
大崎清夏、小林達也、古山結
主催 ： 横浜市民ギャラリー

リキテックス ザ チャレンジ 2022
12/17　11：00～16：00
アクリル絵具で描かれた全国学生絵画公募展。入選作品を展示
主催 ： バニーコルアート株式会社

第49回 高校写真展
12/21～12/25　10：00～18：00　※最終日～15：00
県内高校生写真部員による写真作品300点の展示
主催 ： 神奈川県高等学校文化連盟 写真専門部会

橘学苑高等学校 デザイン美術コース 
第17期生卒業制作展
12/22～12/25　10：00～18：00
橘学苑高等学校デザイン美術コース第17期生卒業作品展
主催 ： 橘学苑高等学校デザイン美術コース

第53回神奈川県私立小学校児童造形展
1/11～1/15　10：00～18：00　※最終日～13：00
神奈川県私立小学校20校の生徒達による、絵画、工作等の展示
主催 ： 神奈川県私立小学校児童造形展

横浜市立学校総合文化祭 小学校児童書写展・中学校書写展
1/18～1/22　10：00～17：00　
横浜市立学校の児童生徒が平素学習した書写作品を一同に展示
主催 ： 横浜市教育委員会 学校教育企画部 小中学校企画課

横浜市立学校総合文化祭 図画工作・美術・書道作品展
1/25～1/29　10：00～18：00　
横浜市立小、中、高、特別支援学校の児童生徒による作品展
主催 ： 横浜市教育委員会事務局 学校教育企画部 小中学校企画課

第2回 外苑キャンパス展
10/4～10/10　10：00～18：00　※初日13：00～、最終日～15：00
京都芸術大学の卒業生のグループ展。25人の参加者
主催 ： GAL 2018

鎌倉・横浜スケッチ会秋季展
10/4～10/10　10：00～17：00　※初日13：00～、最終日～15：00
会員80名余が制作した風景スケッチ約250点を展示
主催 ： 鎌倉・横浜スケッチ会

みろく山の会創立40周年記念作品展
10/11～10/16　10：00～17：00　※初日13：00～、最終日～14：00
40周年を記念して、会員の作品を展示
主催 ： みろく山の会

2022年第33回神奈美会員展
10/11～10/16　10：00～17：00　※初日13：00～、最終日～15：00
会員の日頃の創作作品を発表。是非ご覧下さい
主催 ： 神奈川美術協会

横浜市民ギャラリー展覧会スケジュール 2022年10月～2023年1月

旺玄会 神奈川支部展
10/18～10/24　10：00～17：00　※初日14：00～、最終日～14：00
企画展61回展では横浜を描こう展。小品部門展、同時開催180点
主催 ： 一般社団法人 旺玄会 神奈川支部

第15回 え塾展
10/25～10/30　10：00～17：00　※初日13：00～、最終日～13：00
絵画教室え塾による教室展。油彩、水彩、日本画等多数展示
主催 ： 横浜美術学院/え塾

塚田マサ子写真展「追慕～刻をつなぐ」
10/25～10/30　10：00～18：00　※初日13：00～
「追慕～刻をつなぐ～」をテーマに英連邦基地横浜の写真、26点
主催 ： 塚田マサ子

第52回公募文化書道神奈川県連合会書道展
10/26～10/30　10：00～17：00
県内の社会人、学童による書道作品を展覧し書道文化を広めたい
主催 ： 文化書道神奈川県連合会

第34回 雨聲会 横浜書展
10/26～10/30　10：00～18：00
子供の半紙作品や、淡墨を中心とした一般の書道作品を展示
主催 ： 雨聲会 横浜支部

第78回 ハマ展
11/2～11/13　10：00～17：00
洋画日本画彫刻写真等巾広い意欲ある作品を数多く発表する場
主催 ： 横浜美術協会

10月

11月

第12回 現代ルネッサンス美術展
11/15～11/20　10：00～18：00　※初日12：00～
油彩、水彩、パステル、アクリル、デッサン等平面作品
主催 ： 現代ルネッサンス美術会

Art School+Yokohama Student 
Exhibition,No.9
11/16～11/20　10：00～18：00　※最終日～16：00
アートスクール横浜に通う生徒の絵画作品展示発表会
主催 ： 株式会社雪下堂美術（アートスクール横浜）

春陽会神奈川研究会展
11/23～11/28　10：00～17：00　※最終日～13：00
研究会会員による油彩、水彩、混合技法の作品を約130点
主催 ： 春陽会 神奈川研究会

第61回 神奈川県女流美術家協会展
11/30～12/4　10：00～18：00
女性だけの公募展。油彩、水彩、立体等、約200点を展示
主催 ： 神奈川県女流美術家協会

第59回神奈川県高等学校書道展
12/7～12/11　10：00～18：00　※最終日～16：00
高校生による書作品展示。県内公立、私立高校より約800点
主催 ： 神奈川県高等学校文化連盟 書道専門部会

横浜三大学連合写真展
12/13～12/18  10：00～18：00　※初日13：00～、最終日～12：00
神奈川大学、横浜国立大学、関東学院大学の3大学合同の写真展
主催 ： 横浜三大学写真連合
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横浜市民ギャラリーの総合情報誌
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新・今日の作家展2022 世界をとりとめる
New “Artists Today” Exhibition 2022　We Catch the World

古山結
FURUYAMA Yui

小林達也
KOBAYASHI Tatsuya

大崎清夏
OSAKI Sayaka

※2022年6月20日時点の情報です。主催者の都合等により情報が変更されることがあります。

2022

黄金町エリアマネジメントセンター 「日ノ出町駅」
「黄金町駅」催し物ピックアップ 最寄駅 京急線

黄金町2022国際AIR成果展「交流再来」
2022年10月1日（土）～10月16日（日） 11:00～19:00　※時間は変更になる場合があります。
休館日：月曜日　※月曜祝日の場合は翌火曜日

黄金町エリアマネジメントセンターでは、海外からの「アーティスト・イ
ン・レジデンス（AIR）」の受入や国外へのアーティスト派遣などを通じ
て、海外の文化施設・団体と国際交流を行なっています。今年は秋
に、アジア５都市から招聘し、黄金町で3ヶ月間の滞在制作を行うアー
ティストたちを紹介する展覧会を開催します。

［お問合せ］特定非営利活動法人黄金町エリアマネジメントセンター
　　　　 〒231-0054　横浜市中区黄金町1-4先 高架下スタジオSite-B
　　　　 TEL 045-261-5467　FAX 045-325-7222　https://koganecho.net/

［参考］黄金町AIR2018成果展
「井戸端 At the Well」展示風景

小林達也《大きな線　もしくは星》2021年／パネルに寒冷紗、建材パテ、カゼインテンペラ、アクリル、鉛筆、色鉛筆、マジック、クレヨン／272.0×240.0cm

新型コロナウイルスの影響により、イベントが中止・延期となる場合がございます。最新情報はホームページ等でご確認ください。

このパンフレットは、カーボンオフセットにより制作に伴うCO2排出をゼロにしています。
オフセットクレジットの提供者 ： アズビル株式会社

報告　U35若手芸術家支援事業

横浜市民ギャラリーでは「U35若手芸術家支援事業」として、将来を担う作家
に対する発表の場や広報協力の支援を展開しています。

同事業5回目の展覧会として、髙久柊馬個展「景色を織る」（会期：2022年5月27日
（金）～29日（日）、会場：横浜市民ギャラリー展示室B1）を開催しました。
髙久氏は初の個展開催で、廃材を使用し横浜の風景をモチーフにした作品「街
明りを灯す」、新潟・金沢で滞在制作した作品を再発表しました。

髙久柊馬 個展「景色を織る」を開催しました。

［2階]

［2階A]

［3階]

［3階]

［2階]

［地下1階]

［全室]

［3階]

［全室]

［3階]

［1階]

［全室]

［全室]

［1階]

［3階A]

●館内の備品を利用する際には、手指消毒又は石鹸による手洗いをお願いします。 
●館内での食事はできません（水分補給は除く）。来館前後の会食はお控えください。
●万一感染者が出た場合に備えて、氏名、連絡先の収集にご協力ください。
●十分な間隔をとっていただくため、各居室に入場できる人数に制限があります。
●ゴミはお持ち帰りください。
●エレベータは定員4名です。指定の場所に立ち、会話はご遠慮ください。
ご不便をおかけいたしますが、ご理解とご協力をお願いいたします。
詳細はHPをご確認ください　https://ycag.yafjp.org/ > お知らせ欄 > ご来館されるみなさまへお願い

新型コロナウイルス感染症拡大防止のためのお願い 
●来館前に予めご自宅等で検温をお願いします。発熱(37.5℃目安)又は風邪の症状のある場合は来館をお控え
　ください。 
●施設入館時にマスク着用（マウスシールド等不可）、検温、手指消毒又は石鹸による手洗いをお願いします。
　※ご用意のない方には、マスクを原価で販売いたします。
●利用者同士で最低1ｍの距離を保ってください。
●大声での会話はご遠慮ください。

横浜美術館

東急田園都市線
横浜市営地下鉄

催し物ピックアップ

横浜市民ギャラリーあざみ野催し物ピックアップ 「あざみ野駅」

［お問合せ］横浜美術館 仮事務所　〒220-0012  横浜市西区みなとみらい4-3-1　PLOT 48
　　　　 TEL 045-221-0300 FAX 045-221-0317　https://yokohama.art.museum/

最寄駅

みなとみらい線「みなとみらい駅」
JR「桜木町駅」最寄駅

撮影：橋本 裕貴

あざみ野コンテンポラリーvol.13　CLOTH×OVER　糸と布 日常と生を綴る
2022年10月8日（土）～10月30日（日） 10：00～18：00 
10月24日（月）休館
現在進行形のアートを紹介するシリーズ展の13回目。「糸」「布」を素材
として、「縫い」「織り」「刺繍」「染織」などの手法を通じて新しい表現
を追究している気鋭のアーティストたちによる作品を取り上げます。
出品作家：遠藤薫、小林万里子、ユ・ソラ

New Artist Picks: Wall Project　村上早 | Stray Child
2022年3月12日（土）～11月6日（日）*予定
※屋外作品です。ご自由にご覧ください。

将来活躍が期待される若手アーティストを紹介する小企画展「New 
Artist Picks」。大規模改修工事のため休館中は、特別版となる「Wall 
Project」として、横浜美術館正面のグランモール公園「美術の広場」
に面した仮囲いで、2回にわたり若手アーティストの創作を紹介。
第1回は、銅版画を主な表現手法とする村上早（むらかみ・さき）を紹介します。

ユ・ソラ／日々をかさね／2022／
ミクストメディア、インスタレーション

［お問合せ］〒225-0012  横浜市青葉区あざみ野南1-17-3  
　　　　 アートフォーラムあざみ野内
　　　　 TEL 045-910-5656　FAX 045-910-5674　https://artazamino.jp/

【髙久柊馬  たかくしゅうま】
1999年生まれ。神奈川県横浜
市出身。2021年度は滞在制作
を中心として活動。そこでは地
域性を絡めたインスタレーショ
ン作品を制作し地域との交流
を図りながら学びを得る。主な
活動歴：Ba n k A RT 1 9 2 9 
Station（2021年）、黄金町エ
リアマネジメントセンター
（2021年）、遠刈田レジデンス 
マルヨシ（2021年）、ゆいぽー
と（新潟市芸術創造村・国際青
少年センター）（2022年）、金
沢cornレジデンス（2022年）
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横浜市民ギャラリーゆかりの作家たち　vol.25　宮本昌雄

宮本昌雄《春雪横浜山手之図》1995年／紙本着彩／174.7 × 224.4㎝
横浜市民ギャラリー蔵

横浜市こどもの美術展2022
子どもたちの作品でにぎわう展覧会となりました！

報  告

横浜市こどもの美術展2022
2022年7月22日（金）～31日（日）全10日間　10：00～17：00
横浜市民ギャラリー　展示室1～3

出品作品：たてもの部門221点、
　　　　 自由テーマ部門126点＝合計347点
入場者：展覧会3,656名、イベント11名、
　　　 ボランティアのべ32名、
　　　 インターンのべ6名＝合計3,705名

関連事業：
こどものためのコレクション展「みてみよう！ふしぎなせかい」
自由参加ワークショップ「紙でたてよう！なんでもタテモノ」
たてもの＆美術探検ミニツアー 7月29日（金）、30日（土）

主催 ： 横浜市民ギャラリー（公益財団法人横浜市芸術文化    
           振興財団／西田装美株式会社 共同事業体）
後援 ： 横浜市教育委員会
横浜市公共建築100周年事業の連携プログラム

54回目となる「横浜市こどもの美術展」は、横浜市内在住・在学の12歳以下の子どもたちから
347点の作品応募がありました。『横浜市公共建築100周年事業』の連携プログラムとして開
催した今年は「たてもの」が展覧会テーマとなりました。「たてもの」「自由テーマ」の2部門で
子どもたちが自由な発想でのびのびと描いた作品が並び、ご家族づれを中心に多くのお客様
でにぎわいました。
会場では、来場した子どもたちにさまざまな角度で美術を楽しんでもらえるよう、関連イベント
も実施しました。初開催の「こどものためのコレクション展」では、当館の約1,300点の所蔵作
品から、たてものや街も登場するちょっぴり不思議な作品を7点展示。作品ごとに用意された
「みてみよう！カード」をヒントに鑑賞をお楽しみいただきました。3年ぶりの開催となった自由参
加ワークショップは、子どもも大人も自由に紙工作でたてものをつくりました。みんなの作品が
集まり、色とりどりのユニークな街が出来上がりました。ワークショップの運営では、ボランティ
アや学生インターンのみなさんが活躍！温かく子どもたちを迎え、幅広い世代の交流の場が生
まれました。ご来場、サポートいただいたみなさま、ありがとうございました！
※11月に横浜市役所で開催されるイベントで、「たてもの」部門の応募作品が大型モニターで上映されます。詳細は9月中旬頃当館ホームペー
ジでお知らせ予定です。

新・今日の作家展2022　世界をとりとめる
New “Artists Today” Exhibition 2022  We Catch the World

「新・今日の作家展」は、横浜市民ギャラリーが開館した1964年から40年にわたり開催した
「今日の作家展」を継承し、同時代の作家の表現を紹介し考察しています。今年の副題は「世
界をとりとめる」です。世界とは、地球上のすべての国家や地域を指すとともに、自分が認識し
ている社会や世の中、また自分が自由にできる特定の範囲も意味します。いずれの場合も世界
の成立にはそれを認識する自分という主体が不可欠な一方で、自分自身がその構成要素の一つ
となります。そして世界は時とともに移ろい変化し続けています。本展では、そうした世界のひ
と時に眼を向け、制作する3名の作家を紹介します。
詩人の大崎清夏は、平易かつ印象的なことばを用い、自身の体験や思いを反映しながらも、読
み手個々に情景や記憶を喚起させるような作品を発表しています。小林達也は、描く行為の中
で生まれる色面や形象から受ける自身の内面の動きを画面に還元し、カゼインテンペラやアクリ
ル絵具等を用いて絵画を制作しています。日本画材で制作する古山結は、矩形にとらわれない
支持体の制作や描写、時に絵具を削り取る行為を通じて、日々の物事や出来事を整理するよう
に表します。彼らの作品に接し何等かの揺動を得ることが、私たち自身の世界の再認識へと繋
がるかもしれません。
※新型コロナウイルス感染拡大状況、その他諸般の事情により、展覧会および関連イベントの内容が変更となる場合があります。
　ご来場前に必ず当館ホームページまたは電話で、最新の情報をご確認ください。

宮本さんは1917年横浜市生まれ。片岡球子の作品との出会いをきっかけに絵の道を志し、神奈川県立商工
実習学校在学中より日本画家・中島清之に師事しました。1935年第4回横浜美術展（現ハマ展）に初入選し
ますが、その後戦争のため制作中断を余儀なくされ、戦後ようやく日本に帰還したのは1946年。鉄鋼メー
カーに勤務しながら1952年より制作を再開し、1957年に第12回春の小品展（現春の院展）に初入選。その
後も院展を中心に活躍しました。横浜市民ギャラリーでは、1997年に80歳で個展「現代版『横浜絵』のこ
ころ宮本昌雄展」を開催しており、現在21点の作品が収蔵されています。2016年逝去。
この夏当館で開かれた「横浜市こどもの美術展2022」では「こどものためのコレクション展」を初開催し、
《春雪横浜山手之図》が展示されました。季節
外れの春の雪と桜の花びらが舞う横浜山手の
風景は、どこか非日常のワクワク感を感じさせ
ます。画面右手にカトリック山手教会や外国
人墓地、背景には海の向こうに見える横浜の
街と富士山が描かれていますが、これらは画
面上でイメージを組み合わせて構成されたも
のです。宮本さんは退職後、自宅付近の山手
の風景を主題に、四季折々の風情をとらえた
作品を多く制作しました。山手らしい華やかさ
のなかに穏やかな日常の幸福感が漂う作品か
らは、絵を描く喜びが伝わってくるようです。

会場の様子。今年も子どもたちのすてきな作品が並びました。　photo: Ken KATO

関連イベント

出品作家

大崎清夏 OSAKI Sayaka
小林達也 KOBAYASHI Tatsuya
古山結 FURUYAMA Yui

新・今日の作家展2022 世界をとりとめる
2022年9月17日（土）～10月10日（月・祝）会期中無休
10:00～18:00（入場は17:30まで）
横浜市民ギャラリー　展示室1、B1　入場無料
主催 : 横浜市民ギャラリー（公益財団法人横浜市芸術文化振興財団／
　　  西田装美株式会社共同事業体）

こどものためのコレクション展「みてみよう！ふしぎなせかい」
photo: Ken KATO

自由参加ワークショップ「紙でたてよう！なんでもタテモノ」
photo: Ken KATO

「たてもの＆美術探検ミニツアー」 photo: Ken KATO

ワークショップ運営ボランティア活動風景 photo: Ken KATO

編集・発行 ： 横浜市民ギャラリー（公益財団法人横浜市芸術文化振興財団/西田装美株式会社 共同事業体）　発行日 ： 2022年10月1日　デザイン ： 太田博久

©Yokohama Civic Art Gallery

横浜市民ギャラリー

【送迎車時刻表】 JR桜木町駅発 横浜市民ギャラリー発
 9   45
10 00 20 40
1 1 00 20 40
12 00 20 40
13 00 20 40
14 00 20 40
15 00 20 40
16 00 20 40
17 00 20

10 10 30 50
1 1 10 30 50
12 10 30 50
13 10 30 50
14 10 30 50
15 10 30 50
16 10 30 50
17 10 30 45
18 00

ご利用ください　送迎車サービス
桜木町駅 ⇔ 横浜市民ギャラリーを無料で巡回
おからだの不自由な方、ご高齢者に配慮した無料送迎サービスです。 
車いすのまま、ご乗車可能です。定員9名と限りはございますが、 
どなたでもご利用いただけます。
※新型コロナウイルスの感染拡大状況等により定員減、運休の場合が
あります。必ず運行状況を事前にご確認の上、ご利用ください。
※ご利用の際には、マスクの着用をお願いします。

〒220-0031横浜市西区宮崎町26-1
TEL 045-315-2828　FAX 045-315-3033　https://ycag.yafjp.org/
10：00～18：00 原則毎月第3月曜日、年末年始休館
 　https://facebook.com/ycag1964         @ycag1964

JR桜木町駅東口タクシー降車場看板
付近から出発  ※下記地図をご覧ください。

※運行時刻は9時45分桜木町駅始発、18時00分横浜市民ギャラリー最終発です。ただし展覧会初日と最終日や
展示室の利用時間によっては、始発・最終発の時刻が変更となったり、運休する場合がありますので必ず事前に
ホームページか電話等でご確認ください。※原則第3月曜日、年末年始は休館日のため運行がありません。また、
展覧会のない日も全便運休です。 ※交通事情、天候、施設状況等により運行が変更になる場合があります。

●仕草のドローイング「動きのなかにあることば」
古山結×小山衣美（ダンサー）
9月19日（月・祝）14:00-14:30
会場：展示室１

●対談「私たちは、星だろう」
小林達也×田中龍也（群馬県立近代美術館学芸員）
9月24日（土）14:00-15:30（開場 13：40）
会場： 4階アトリエ
定員：先着30名

●対談「生き延びるための遊び」
大崎清夏×永井玲衣（哲学研究者）
9月25日（日）14:00-15:30（開場 13：40）
会場： 4階アトリエ
定員：先着30名

●学芸員によるギャラリートーク
10月2日（日）14:00-14:30
会場：展示室1、B1

大崎清夏《パサージュ》2021年
アクリル板、カッティングシート、木材／
デザイン協力：Cat

《I/O》
2021年／インスタレーション：毛利悠子／
詩：大崎清夏／映像：玄宇民　
©Yuko Mohri / Photo by Kenshu Shintsubo

古山結《唄い群れ》2022年／木製パネル、和紙、岩絵具、水干絵具、
膠／130.3×130.3㎝

小林達也《standard》2021年／パネルに寒冷紗、建材パテ、
カゼインテンペラ、アクリル、クレヨン、色鉛筆／181.4×150.0cm

古山結《探さないでください》2022年／木製パネル、下地材、岩絵具、
水干絵具、膠／23.7×23.7㎝

子どものためのアトリエ講座

クリエイティブな時間を過ごす　大人向けの講座

予  告

予  告

「ハマキッズ・アートクラブ」は、子どもたちに「自分で考える」「自分できめる」「自分でする」こ
との楽しさや醍醐味を体験してもらい、アートを通じて大人になるために必要な自立心を育むこ
とを目的とする講座です。

スーパーカーをつくろう

大岩久美（横浜市民ギャラリーエデュケーター）
幼稚園・保育園の年長に相当する幼児　12名（抽選）
1,500円（材料費込）

木でできた動く台車にいろいろな形をくっつけて、どんなスーパーカーができるかな？
11月23日（水・祝）10:30～12:00

和の装いを描く〈全4回〉

11月17日（木）、24日（木）、12月1日（木）、8日（木） 各回14:00～16:30

「ハマキッズ・アートクラブ」「大人のためのアトリエ講座」の詳細・申込方法等は、ホームページまたはチ
ラシをご覧ください。

トートバッグをつくろう

宇田川純子（アーティスト）
幼稚園・保育園の年少～年長に相当する幼児と保護者　10組（抽選）
一組1,500円（材料費込）

いろいろな色や形のスタンプを組み合わせて、オリジナルのトートバッグをつくりましょう。
12月4日（日）10:30～12:00

スチロールで乗り物をつくろう

川﨑和美（造形作家）

発泡スチロールを切って貼って、どんな形ができるかな？
好きな乗り物を自由につくってみよう。
2023年1月22日（日）13:30～16:00
講 師 小学1～3年生　12名（抽選）対象・定員

1,500円（材料費込）参 加 費

わたしのお家づくり
紙の素材で自分だけのお家をつくります。家具なども立体的につくって、すてきにかざろう！ 
2023年2月18日（土）10:30～12:00

2023年1月5日（木）まで受付期間

9月下旬～11月15日（火）まで受付期間

9月下旬～11月6日（日）まで受付期間

2022年度後期

鉛筆と木炭、コンテ、パステルによる表現の違いや人体のとらえ方など、
クロッキーとデッサンの基本を学びながら、着物姿の人物のさまざまな
ポーズを描く講座です。全4回にわたり講師が基礎から指導します。

レクチャー 美術品の保存と修復
－大切な絵画作品を後世に残すための取り組み－〈全1回〉

2023年1月15日（日）14:00～16:00
上野淑美（修復士）
1,000円

作品をよりよい状態に保ち、永く後世に伝えるために日々専門家が行っている取
り組みについて、当館収蔵作品の修復事例など交えながらお話をうかがいます。

講 師
参加費

35名程度（抽選）定 員 講師による絵画修復の様子

講座風景

講 師
対象・定員
参 加 費

大竹美佳（造形作家）
幼稚園・保育園の年長に相当する幼児　12名（抽選）
1,500円（材料費込） 9月下旬～2023年1月31日（火）まで受付期間

講 師
対象・定員
参 加 費

講 師
対象・定員
参 加 費

横浜市民ギャラリーでは、創作活動やレクチャーを体験することができる「大人のためのアトリ
エ講座」を開講しています。ギャラリー最上階にあるアトリエにて、身近にアートを感じながら、
さまざまなクリエイティブ体験がお楽しみいただけます。

12月22日（木）必着申込締切

清野晃代（画家）
12,000円（全４回分）

講 師
参加費

18名程度（抽選）定 員

10月27日（木）必着申込締切

※いずれも参加無料、申込不要　※開催情報と参加方法の詳細は当館ホームページをご覧ください。

うち

電車でのアクセス
JR・市営地下鉄「桜木町駅」から徒歩10分  ※紅葉橋交差点を過ぎて左斜め❶の道を進みます。
京急「日ノ出町駅」から徒歩8分 ※野毛坂交差点を戸部方面に右側歩道を進み❷の坂道を上がります。

バスでのアクセス
市営バス103・292系統「戸部1丁目」「野毛坂」から徒歩2～4分／市営バス89系統「野毛坂」から徒
歩4分／市営バス8・26・58・101・105・106系統「紅葉坂」から徒歩7分

送迎車サービス
お身体の不自由な方、高齢者に配慮した無料送迎車サービスです。桜木町駅東口タクシー降車場看板
付近❸に送迎車が停車します。運行スケジュールや定員等は当館ホームページをご覧ください。

駐車場
有料、予約制［予約専用tel.045-315-4440｜1週間前から受付］

小林達也《星がある》2021年／パネルに寒冷紗、建材パテ、
カゼインテンペラ、アクリル、クレヨン、色鉛筆／272.0×362.0㎝




